
　公益社団法人の仕事
� 公益社団法人　日本美術教育連合理事長　宮　坂　元　裕　

　公益社団法人になり会員のみなさんは正式には社員となりました。その中から４名の運営責任者が
選ばれ、それを理事といいます。理事長は俗名で内閣府に提出する書類には代表理事と書きます。内
閣府と対面しますと、未知との遭遇がたくさんあり戸惑いながら進めています。美術教育界で狭き門
を入った私たちの本領発揮はこれからです。事業局担当の水島尚喜理事のご尽力によって、最初の本
格的公益事業が２年間かけて終了しました。私は昨年度受講料を払って参加し、本年度は責任者とし
て３日間８講座すべてに参加しました。参加者は小学校を中心とした教員、美術館関係者、出版社、
学生、画塾経営者、などでした。８講座すべてに参加したということは簡単なようで大変困難なこと
でした。猛烈な残暑の中、３日間合計16時間の講義と演習です。本ニュースに水島理事による詳しい
報告がありますので、ぜひそちらをご覧ください。
　一受講者として感想を述べさせていただきます。
　私は、このような講座に参加するときは問題意識をもって参加することにしています。私はハーバー
ト・リードの『芸術による教育』第７章、芸術教育の３つの側面、（新訳版240ページ）に「鑑賞につ
いて述べれば、これは疑う余地もなく、教えて発展させられるものです…」という記述があり、この
言葉の意味をずっと問題意識として持っていました。リードはその文章の後の方で、鑑賞は思春期以
後の問題で、それまでは「経験における感覚的特質—色彩、表面surfaces、形shapes、リズム―に対す
る、子ども本来の反応の強さを維持することです」と述べています。今回の連続講座でこの点につい
て奥村高明先生の「学習指導要領の鑑賞の能力の中には思考・判断・表現と知識・技能の二つの要素
がはいりこみ、今後これを論理的に整理する必要がある」と、水島尚喜先生の「子どもたちに神秘や
不思議さに目を見張る感性を授けてほしいというレイチェル・カーソンの言葉」が心に残りました。
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　　　　第47回　日本美術教育研究発表会2013（最終案内）

□主　　催：	 公益社団法人　日本美術教育連合
	 （InSEA-JAPAN）
□後　　援：	 文部科学省

□開催日時：	 平成25（2013）年

	 10月20日（日）　９時30分〜 16時30分

□会　　場：	 http://www.tokyo-kasei.ac.jp/about/access/tabid/70/index.php
	 東京家政大学板橋キャンパス図書館棟
	 〒173-8602　東京都板橋区加賀1-18-1

□アクセス：	 JR埼京線十条駅下車徒歩５分
	 JR埼京線板橋駅下車徒歩17分
	 都営三田線新板橋駅下車徒歩12分

□参加資格：	 会員以外の方でも参加できます。
	 参加費は無料、事前申し込みも不要です。
	 お誘い合わせの上、ご参加下さい。

□昼　　食：	 当日、近隣には昼食を購入する店はあり
	 ません。また、学食も利用できませんの
	 で昼食は持参してください。

□問合せ先：	 研究局長［事前・事後］
	 山口喜雄　宇都宮大学
	 TEL&FAX　028（649）5364
	 nobuoya@cc.utsunomiya-u.ac.jp

	 開催大学［当日のみ］
	 結城孝雄　東京家政大学
	 携帯電話　090-2387-6094

研究局より
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第47号　日本美術教育研究論集　2014
【投稿および掲載要項】
研究論集編集委員会

	 投　稿　要　項

□投稿条件：	 第47回日本美術教育研究発表会の研究発表者は、『第47号研究論集2014』に投稿できます。
	 投稿論文の研究論集への掲載は、次の（１）〜（５）の条件を全て満たしたものに限ります。
	 ⑴　投稿原稿が、研究発表会における発表内容と基本的に同じ内容であること。
	 ⑵　投稿原稿が、研究論集の要項に適合していて、書式・分量等が守られていること。
	 ⑶　掲載料を期日（2013年11月13日）までに納入していること。
	 ⑷　�作品の図版や写真・VIDEO映像等の著作物を利用する場合および写真等の肖像権は、

投稿者が必ず事前に著作権者・出版社・所有権者・本人もしくは保護者等の許諾を得る
こと。

	 　　引用文献には、脚注または本文中に発行所・出版年・該当頁等の出典を明記すること。
	 ⑸　研究論集編集委員会において、投稿原稿の掲載が妥当と判断されること。

□論文査読：	� Ａ群（理論・実践研究論文）・Ｂ群（実践研究報告等）・Ｃ群（研究ノート）ともに複数の査
読委員が査読を行い、編集委員会での審議を経て投稿原稿掲載の可否を決定します。掲載が
決定した論文は、各主査がまとめて論評し、各論評を研究論集の〈論評の部〉に掲載します。

□原稿書式：	� Ａ群・Ｂ群・Ｃ群ともに、本文および図版（写真・表・図等）等、英文サマリー（Ａ群のみ）
を含め、下記の文字数を守って下さい。

	 １頁分は、Ａ４横組２段　23字×44行×2段＝2024字です。
	� 第１頁のみ第１行目から第５行目（２段取り）までに、題目（副題）・所属・氏名を記載し、

本文との間に２行（２段取り）のスペースを空け、本文は、８行目から書き始めます。
	 共通の項立て・見出しを用い、以下の番号と見出し語のみとします。
	 大項目１．２．３．［全角数字］…、中項目（１）（２）（３）…、小項目①②③…。

□掲載要項：	� Ａ群・Ｂ群・Ｃ群ともに原則として８頁（Ｃ群のみ６頁も可）とし、掲載料は一般（給与を
得ている内地留学生等を含む）は15,000円、院生・学生8,000円です。

	 ２頁増ごとに6,000円を加算し、10頁では一般21,000円、院生・学生14,000円です。
	 増頁の上限は12頁で、一般27,000円、院生・学生20,000円です。
	 原稿は、①ワープロ等で印字し、②テキスト形式で保存したCD-R等を合わせて提出すること。
	 CD-R等の未提出の場合は、一般・学生とも加工料込み30,000円です。
	 カラーページは１頁につき12,500円を加算します。
	� 抜き刷り（一律50部）は、８頁モノクロで7,000円です。２頁増ごとに2,000円を加算します。

（抜き刷りのカラーページは、１頁ごとに2,000円を加算します。）
	 掲載料は投函以前に納入し、送金の証明書（利用明細書のコピー等）を同封して下さい。
	 　　口座記号番号：００１７０−１−　　８６０３６（右寄せで記入）　郵便振込です。
	 　　加入者名　　：社団法人日本美術教育連合
	 　　ご依頼人　　：（〒）おところ・おなまえ・電話番号・所属
	 　　通信欄　　　：例　掲載料15,000円（一般、８頁）＋増頁分6,000円（２頁増の場合）＝21,000円（計10頁）
	 　　　　　　　　　抜き刷りを希望の場合は、その旨明記し、必要な金額を加算してください。
	 ※�査読の結果、掲載に至らない場合は10,000円（院生・学生は5,000円）のみ返金となります。抜き刷り

の料金については、全額返金します。

	 〈投稿原稿〉11/13（水）必着

□投稿〆切：	 2013（平成25）年11月13日（水）必着。Ａ群・Ｂ群・Ｃ群とも、
	 ①正１部と副４部（コピー可）計５部、②原稿CD-R等、③送金証明書を提出して下さい。
	 投稿原稿は、完全原稿とし、締め切り期日以降の差し替え・変更は認めません。
	 ただし、研究論集編集委員会が修正を求めるときは、この限りではありません。
	 なお、発行日は2014（平成26）年３月31日を予定しています。

□ 送 付 先：	 〒112-0012　東京都文京区大塚3-29-1　筑波大学附属小学校内
	 　　　　　　公益社団法人日本美術教育連合　研究論集編集委員会　宛

	 連絡・問合先

□詳細連絡：	 研究発表会当日に詳細を連絡します。口頭発表者は時程と場所を二次案内で確認して下さい。
□問 合 先：	 研究論集編集委員長　小林貴史：042-637-8111（代）　ktakashi@zokei.ac.jp（東京造形大学）
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西村会員による「造形カルタ」のワークショップ 宮坂理事長から「修了認定証」の授与

造形・美術教育力養成講座　第１期　「子どもの鑑賞の力をひらく」
　　　　　連続講座を終了して
� 事業局長　水　島　尚　喜　

　８月26日から28日の三日間にわたって開催された連合主催の連続講座「造形・美術教育力養成講座」

─子どもの鑑賞の力をひらく─（第二次、全８回）が終了しました。以下に終了後に実施した「参加

者全員アンケート」の結果をもとに成果を報告申しあげます。

　本年度の参加者の延べ人数は約120名で、昨年10月、11月の２ヶ月にわたり同内容で開催された第一

次の参加者数よりも多くなりました。今次の開催時期については妥当との意見が大半でしたが、「８月

初旬がよい」、「地域によっては学校が始まっている場合もあるので、８月の最終週ではなく、前の週

くらいが妥当」との意見もありました。大学等で開催されている免許更新講習等の他のイベント時期

なども見据えながら、次年度以降の開催時期を検討する必要があります。参加者の半数は、小学校教

員の方で、ついで美術館学芸員ボランティアが多く、それ以外は中学校教員、塾経営者、大学院生な

どの学生でした。

　講義内容については、満足度が高く、参加された方の学修への意欲と相俟って、どの会場も熱気に

溢れていました。講義内容が充実しているので、同内容で今後数年間連続してもよいのではないかと

の意見もありました。また、開催場所については、二つの会場ともに至便であり、大変高評価でした。

尚、８回の講座の満了者は、６名の方になりました。

　今後の講座内容への希望としては、以下のような提言がありました。以下に、キーワードでお示し

いたします。

　「造形遊び」「造形遊びの評価」「評価」「図工授業づくり（指導案など）」「授業研究、題材研究／開発」

「小学校他教科との連携」「幼児教育・保育」「レッジョ・エミリア」「海外美術教育事情」「美術館・地

域連携」「美術史学び直し」等。

　今次は受講者向けの配布テキストを作成する予定でしたが、諸事情により見送らざると得ませんで

した。次回以降の課題としたいと思います。

事業局
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公益社団法人日本美術教育連合　第３期　第１回理事会議事録　（内閣府提出仕様）

１．招集通知　平成25年６月５日（水）

２．開催日時　平成25年６月30日（日）午後１時30分〜４時30分

３．開催場所　筑波大学附属小学校

４．出席した理事の氏名　大坪圭輔　水島尚喜　宮坂元裕　山口喜雄

５．出席した監事の氏名　北川智久　郡司明子

６．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

　　定款の規定に従い互選により理事宮坂元裕が議長に就任した。

　　その後、直ちに議案の審議に入った。

第１号議案　大坪圭輔理事より国際局の本年度の活動計画について次のような提案があった。

　　　�2014年７月７日から11日にかけて、メルボルンで開催のInSEA世界大会について、会員

には、できるだけ速やかに情報を流し、発表者、参加者の募集をしたい。それについて

意見交換をお願いしたいとの提案があり、協議がなされた。なお2017年の世界大会は大

韓民国の大邱に決定したとの情報も伝えられた。上記の具体的な提案に対し、慎重審議

した結果、第１号議案は全員一致をもって可決決定された。

第２号議案　山口喜雄理事より研究局の本年度の活動計画について次のような提案があった。

　　　�結城孝雄運営委員の協力により第47回日本教育研究発表会の会場と日程が東京家政大学

板橋キャンパスにおいて2013年10月20日に決定した。研究発表会の運営について慎重審

議した結果、第２号議案は全員一致をもって可決決定された。

第３号議案　水島尚喜理事より事業局の本年度の活動計画について次のような提案があった。

　　　�大坪圭輔理事の協力により2013年８月26日から28日まで武蔵野美術大学新宿サテライト

及び四谷アートプラザを会場として、幼小中学校教員、美術館関係者、日本美術教育連

合会員、大学院生、大学生、画塾等経営者を対象とした、『造形・美術教育力養成講座、

第一期２次（２年目）子どもの鑑賞の力をひらく』として開催したいむねの提案があった。

内容と運営について慎重審議した結果、第３号議案は全員一致をもって可決決定された。

第４号�議案　第４期役員改選にあたり、選挙管理委員長について代表理事より、郡司明子会員

の推薦があり、慎重審議した結果、第４号議案は全員一致をもって可決決定された。

以上をもって議案のすべてを終了したので、議長は午後４時30分閉会した。
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公益社団法人日本美術教育連合　第３期　第２回理事会議事録　（内閣府提出仕様）

１．招集通知　平成25年８月６日（火）

２．開催日時　平成25年９月１日（日）午後１時30分〜４時30分

３．開催場所　筑波大学族属小学校

４．出席した理事の氏名　大坪圭輔　宮坂元裕　山口喜雄

５．出席した監事の氏名　北川智久

６．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

　　定款の規定に従い互選により理事宮坂元裕が議長に就任した。

　　第１回理事会議事録の確認を行った。

　　その後、直ちに議案の審議に入った。

第１号�議案　水島尚喜理事より（書面によって）事業局の本年度の活動について次のような報

告と提案があった。

　　　�2015年８月26日から28日まで武蔵野美術大学新宿サテライト及び四谷アートプラザを

会場として、幼小中学校教員、美術館関係者、日本美術教育連合会員、大学院生、大学生、

画塾等経営者を対象とした、『造形・美術教育力養成講座、第一期２次（２年目）子ども

の鑑賞の力をひらく』が開催された。昨年度と今年度は基本的には同じ内容で講座を開

設し、２年間で申し込み延べ人数は120名を上回った。２年間で８講座をすべて受講し

た受講認定証発行者は６名であった。本年度をもって第一期は終了し、来年度から第二

期としたいという提案があった。内容と運営について慎重審議した結果、第１号議案は

全員一致をもって可決決定された。

第２号�議案　大坪圭輔理事より国際局企画のフォーラムについて次のような提案があった。本

連合主催の日本美術教育研究発表会で発表を重ねている千葉大学、佐藤真帆さんの「イ

ギリスと日本の比較研究による日本の工作教育の在り方」をテーマとして、フォーラム

を企画したい旨の提案があり慎重審議した結果、第２号議案は全員一致をもって可決決

定された。

第３号�議案　山口喜雄理事より第47回日本美術教育研究発表会2013の運営について以下の提

案があった。

　　　�開催日平成25年10月20日。会場、東京家政大学板橋キャンパス。発表申込件数34件（発

表者人数44名）について、運営委員役割分担。発表者の発表会場割り当て。司会者、論

文主査、副査の分担。日本美術教育研究論集第47号編集の内容、編集日程などの提案が

あった。提案について慎重審議の結果、第３号議案は全員一致をもって可決決定された。

以上をもって議案のすべてを終了したので、議長は午後４時30分閉会した。
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１．第47回日本美術教育研究発表会　開催迫る！

　10月20日（日）に行われる、第47回日本美術教育研究発表会（文部科学省後援）が東京都板橋区加

賀の東京家政大学板橋キャンパスにて開催されます。詳しくは前掲のご案内をご参照ください。本年

度は34件の研究発表が予定されています。広く日常的な実践のなかで児童生徒の姿をもとに紡がれた

報告から、理論的・歴史的背景など科学的な精査から組み立てられた研究まで、多彩な発表が展開さ

れることが期待されます。本会は参加費無料の開かれた発表会です。連合の会員の皆様はもちろん、

研究関係諸氏、同僚や学生のみなさんに大いにご参加いただきたいと思います。

２．平成25年度（2013年度）会費納入のお願い

　会費未納の皆様は、下記まで年会費6,000円を郵便振替にて納入してください。

　　　（公社）日本美術教育連合　郵便振替００１７０−１−８６０３６

　　　　※期限が過ぎておりますので、お早めに納入してください。※

　　　　※インターネットバンキングでもお支払いいただけます※

＊同封の振り込み用紙をご利用ください。（手数料はご負担ください。）

　�お名前を記載した振込用紙に、納入済みの方は○、未納の方は−が、不足の方は△が印字されてい

ます。ご確認ください。

＊�第２回通常総会において、年会費及び論文掲載費の改訂が全員一致を持って可決決定されました。

つきましては、昨年度より年会費を6,000円とさせていただきます。すでに本年度以降の年会費をご

入金いただいている方は、誠に申し訳ございませんが、差額をあらためてご入金いただきますよう

よろしくお願いいたします。（振込用紙に差額を記載いたします。）

＊�平成19年度より会費の納入をお願いしておりますが、会員の皆様からの納入状況は決してよくあり

ません。今一度、会員の意識にたち、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

▲３年以上の会費未納の皆様へ

＊�平成24年度から、過去３年以上、会費未納の方につきましては、今回ご入金いただけない場合、「除名」

という対応をとらざるを得ません。納入にご協力ください。

■お問い合わせ先：事務局長　西村　德行（筑波大学附属小学校）まで

　　　　　　　　　TEL+FAX　03-3946-1962（図工部直通）

　　　　　　　　　E-mail　　  tnishimura@elementary-s.tsukuba.ac.jp

事務局便り
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